第30回　施設処遇検討会議　議事録　H23.1.31

13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M、長谷部S.G.M・中村文洋・小笠原嘉紀・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・木村春子

　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M、須々田珠実、小坂和子、上平ユリ子）

記　録：木村春子
議題

１：船場幸子様　　（青山荘入所者様）の処遇について

２：吉田富秋様　　（青風荘入所者様）の処遇について

1：船場　幸子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：低血圧症

　問題点

○ 不安への対処方法
・退所に向けて評価

・物事の変化に不安対処方法

介入方法

・現在できている生活全般スキルは評価する

（毎朝夕食作り安定、バス利用、諸手続き、単独での銀行窓口振込み、同じ場所でのATM操作も行う事できる。）

・不安な事については、早めに傾聴して解決できる手段を具体的に伝え、行動するまでの流れの一連を説明する。実践で同行支援する事で、不安軽減を図り指導、励ましを行う。

・買い物、自炊は実践できている事を評価する。

・地域生活する事への意欲を保持しながら、不安の訴えや相談できるスタッフが多数いる事を伝え・傾聴する

○健康管理（継続）

介入方法

・体重変化は2kg前後の変化あるが55kg以前を維持できるよう体重管理、習慣化を評価する。

・健康管理で八戸市健診センター活用を推奨、乳がん検査も継続する。食事も野菜中心の食生活を継続する。

・嗜好品摂取は（ももの缶詰、マーガリン、インスタントラーメン）指導する事で改善が見られる。継続する事を励ます。

＜評価＞

・2/14青山荘退所に向けて、1/25保護者様同行にて青風荘を見学している。退所後の行き先が決り、落ち着いた様子を見せている。「青風荘のスケジュール、当番等になれる事を第一に考えて入所者様とも仲良くしていきたい」と前向きな話しも聞かれている。現在、デイケアを利用しているが、デイナイトに変更必要かどうか、本人の希望も含め青風荘・デイケア通所とのすり合わせをして検討していく。今後、適切な金銭使用が課題となり、青風荘入所後も継続して支援が必要となる。服薬管理では段階的に自己管理へ移行し、現在は完全に自己管理し服用している。忘薬・誤薬はない。

今後、退所日に向けて必要な事に関して、スケジュール化して進める事としている。

２：　吉田富秋様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：幻覚妄想状態・アルコ－ル認知症　　　合併症：なし

問題点

○部屋の整理とリネン利用について

介入方法

・季節の節目ごとに部屋の掃除も兼ねて、押入れや物品の不足がないか本人とともに確認を行ってい

く。

・リネン交換日には声かけなど行い、シーツを利用しているか確認を行っていく。
○内面的な事を自分から出せない為、ストレスを溜め込む（自分の考え・意見等を容易に言わない）

自分の思いを伝えられない（再発を防ぐ取り組み）

介入方法

・施設内でのル－ルや規則等に拒否的になる可能性がある為、その事でストレスにならないよう言葉を選びながら対応する。

・定期的な面談や状況に応じて接触を持ち、本人の考えている事や不満・不安を引き出していく。

・ 能力を持ち合わせている様子の為、生活向上の技術を身に付ける意味も含めて、当番担当等を組み入れる面談を実施していく。

・いつでも本人から話してきやすい環境を整備していく。

・金銭に対して不安を募らせる傾向がある

介入方法

· 所持金の不足時に凄みを利かせて金銭要求して来ることがある為、状態を見て、その場かもしくは本人が落ち着いた後に要求の仕方について振り返りを行っていく。

· 嗜好品や色鉛筆など、私物を他者に与えることがあるが、その場の気分や思いつきで与えているのかその目的と与えた行為を自分で覚えているのか確認していく。

物品を与えることで、どのくらい嗜好品等が減り、余分に金銭を使っているか理解の度合いを確かめていく。

＜評価＞

・他者との物のやりとりがあり、自分の小遣いがなくなると不安となり、小遣いを増やして欲しいと訴えが多くなってくる。定期的な面談を行っていき、声掛け指導については、説明を加えながら、ルールや規則を理解出来るように時間をかけて介入していく。プライドがあり、言葉を選んで対応する。ストレスについても様子観察していく。アルコール性認知症と他者とは異なる病状である為、対応についてもひとつの物事を説明して理解を得てもらう事が肝心となる。アルコール摂取していないかどうかの確認を含めて、今後も症状を留意しながらの支援を継続していく。







